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RPA2

RPA2; REPA2; RPA32; RPA34; Replication protein A 32 kDa subunit; RP-A p32; Replication
factor A protein 2; RF-A protein 2; Replication protein A 34 kDa subunit; RP-A p34
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:DNAの組み換え、修復、複製に必要です。RP-Aの活性は、一本鎖DNAの結合とタンパク質相互作用によって媒介されます。,PTM:細胞周期依存的にリン酸化されます（S期から有糸分裂まで）。DNAが損傷するとATRによってリン酸化され、核フォーカスへの移行が促進されます。in vitroでは、KuとDNAの存在下でPRKDC/DNA-PKによって、またCDC2によってリン酸化されます。,細胞内局在:PML核体にも存在します。DNAが損傷すると、個別の核フォーカスに再分布します。,サブユニット:70、32、および14 kDa鎖のヘテロ三量体。DNA結合活性は、70 kDaサブユニットにのみ存在すると考えられます。SERTAD3/RBT1に結合します。TIPINと相互作用します。,機能:DNAの組み換え、修復、複製に必要です。 RP-Aの活性は、一本鎖DNA結合とタンパク質相互作用によって媒介される。,PTM：細胞周期依存的に（S期から有糸分裂まで）リン酸化される。DNA損傷時にATRによってリン酸化され、核フォーカスへの移行を促進する。KuおよびDNA存在下ではPRKDC/DNA-PK、およびCDC2によってin vitroでリン酸化される。,細胞内局在：PML核小体にも存在する。DNA損傷時に個別の核フォーカスに再分布する。,サブユニット：70 kDa、32 kDa、および14 kDa鎖のヘテロ三量体。DNA結合活性は70 kDaサブユニットにのみ存在すると考えられる。SERTAD3/RBT1に結合し、TIPINと相互作用する。,
	研究分野
	DNA 複製、ヌクレオチド除去修復、ミスマッチ修復、相同組換え、
	画像データ
	

	RFA2抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RFA2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	K562細胞ライセートのRFA2抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

